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５ ．環境に配慮した収集運搬に取組みます。

６

７ ．地域での清掃活動等環境活動に積極的に参加します。

８ ．本方針を全従業員に周知徹底いたします。

代表　高寄芳夫　  

制定日： 2017年　1月25日

改定日： 2026年　2月20日

．IT化、自動化による業務効率向上に取り組みます。

　Ⅰ．環　境　経　営　方　針

高寄商店は本業である産業廃棄物処理業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや
地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。又、環境経営への継続的改善に
努めます。

．環境経営関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

．二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギー(電力・ガソリン・軽油等削減）に取組みます。

．自社から排出される廃棄物の削減に努め、適正に処理します。

．水使用量の削減に取組みます。



Ⅱ．組織の概要（情報公開項目に＊印付記）

（１） 名称及び代表者名

髙寄商店

代表　髙寄芳夫

（２） 所在地

本　　　社 〒651-2129　兵庫県神戸市西区白水2丁目9番11号

長田店 〒653-0014　兵庫県神戸市長田区御蔵通5丁目201番地の2

団地倉庫 〒673-0865　兵庫県神戸市西区伊川谷町潤和531－8

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 顧問 青木　修一 TEL：090－3973－0701

担当者 顧問 青木　修一 TEL：090－3973－0701

（４） 事業内容

 
（５）

＊会社設立年　：　昭和９年４月１日
  　　　　 （６） ＊資本金　　　　　　　：　３,４００万円

（７） 事業の規模 (2025年度実績）

＊売上高 　2024年度 1,182百万円

廃棄物収集運搬量 3,674 トン(1月～12月）

本社 長田店 団地倉庫 合計
従業員　　　　　 13名 0名 0名 13名

延べ床面積　　　 1,450㎡ 400㎡ 20㎡ 1,870㎡

（８） 事業年度 1月～12月

（９） ＊組織図

環境事務局　青木修一

E-mail　takayose@mbf.nifty..com

①産業廃棄物収集運搬業
②金属くず商
③特別管理産業廃棄物収集運搬業

未計上

総務部 営業部 収集運搬班

代表者
（社長） 高寄芳夫

環境管理責任者
青木修一



担当

代表者

環境経営管理責任者

環境経営事務局

全従業員

・環境経営関連法規等取りまとめ表に基づく順守評価の実施

・環境経営関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付と地域事務局への送付

・環境上の緊急事態の訓練実施、記録の作成

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加

・環境経営活動に必要な手順書の作成（緊急事態対応を含む）

・環境経営管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック表の実施

・環境経営目標、環境経営計画書案の作成

・環境経営の実績集計

・環境経営関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営システムの構築

・環境経営関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境経営活動に必要な手順書の制定（緊急事態対応を含む）

・経営の課題とチャンスの整理、明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

役割・権限・責任

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命



■産業廃棄物収集運搬業許可

兵 庫 県 許 可 証

氏 名

住 所

許 可 番 号

有 効 期 限

事 業 の 範 囲
品目13種類

許可の条件

兵庫県許可証

氏 名
住 所

許 可 番 号

有 効 期 限

事 業 の 範 囲

品 目 5 種 類
許可の条件

神 戸 市 許 可 証

氏 名
住 所

許 可 番 号

有 効 期 限

事 業 の 範 囲

品 目 1 ３ 種 類

品目3種類

許 可 の 条 件

大 阪 府 許 可 証

氏 名

住 所
許 可 番 号

有 効 期 限

事 業 の 範 囲

品目7種類

許可の条件

大阪府許可証

氏 名
住 所

許 可 番 号

有 効 期 限

事 業 の 範 囲

品 目 4 種 類
許可の条件

許 可 の 条 件 なし

神戸市長田区御蔵通５丁目201番地の2

第02750186696号

令和5年10月19日～令和10年10月18日

積替え・保管を含まない

廃油、廃酸、廃アルカリ、廃水銀等
なし

令和8年5月14日～令和13年3月13日

積替え・保管を含まない

廃油、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず、がれき類、鉱さい

なし　　　　　　　（石綿含有・水銀使用製品含む）

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証
髙寄芳夫（髙寄商店）

（水銀使用製品産業廃棄物を除く。）

なし

産業廃棄物収集運搬許可証

髙寄芳夫（髙寄商店）

神戸市長田区御蔵通５丁目201番地の2
第02700186696号

積替え・保管を含まない

燃えがら、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、維くず、

金属くず、ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類

（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

積替え・保管を含む

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず

排出先の指示に従い、運搬先の受入条件遵守

産業廃棄物収集運搬業許可証
高寄芳夫（髙寄商店）

神戸市長田区御蔵通５丁目201番地の2

第6910186696号

令和7年12月16日～令和12年12月15日

髙寄芳夫（髙寄商店）

神戸市長田区御蔵通５丁目201番地の2

第02854186696号

令和5年11月16日～令和10年11月15日

収集運搬業（積替え・保管を含まない）

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃水銀等

令和8年1月15日～令和13年1月14日

収集運搬業（積替え・保管を含まない）

燃えがら、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

金属くず、ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類

排出先の指示に従い、運搬先の受入条件遵守

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証

 （１０）　＊許可の内容

産業廃棄物収集運搬業許可証

髙寄芳夫（髙寄商店）

神戸市長田区御蔵通５丁目201番地の2

第02804186696号



■産業廃棄物収集運搬用車両

車種 最大積載量 台数

3,650 kg 3

10,000㎏ 1

3,400㎏ 3

3,700㎏ 1

5,600㎏ 2

5,900㎏ 2

2,000㎏ 1

3,100㎏ 1

14

(積替え保管施設　－本社内）

保管面積 保管上限 積替え保管を行う廃棄物の種類

15.95㎡ 22.95m３

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 高寄商店

対象事業所： 本社

長田店

団地倉庫

活動： 産業廃棄物収集運搬業

金属くず商

特別管理産業廃棄物収集運搬業

Ⅳ．主な環境負荷の実績

年間実績

単位 2023年度 2024年度 2025年度
kg-CO2 165,417 162,873 170,969

ｋＷｈ 15,860 16,887 16,413

Ｌ 5,677 7,867 6,926

Ｌ 56,716 52,887 56,960

ｋｇ 71 67 67

㎥ 311 279 175

単位 2020年度 2021年度 2022年度
kg-CO2 160,791 163,681 159,183

ｋＷｈ 17,975 18,009 17,795

Ｌ 5,460 4,908 5,405

Ｌ 54,041 55,651 53,501

ｋｇ 76 75 74

㎥ 165 180 276

ガソリン使用量

軽油使用量

（廃棄物排出量）

一般廃棄物

水使用量

（廃棄物排出量）

一般廃棄物

水使用量

項　目

二酸化炭素総排出量

電力使用量

2025年1月～12月実績（各年対比）

項　目

二酸化炭素総排出量

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

8ｔキャブオーバ

8ｔユニック車

2ｔキャブオーバ

バン

合計台数

廃プラスチック類・金属屑・ガラスくず

 (11)＊施設等の状況

４t脱着式コンテナ専用車

10ｔ脱着式コンテナ専用車

4ｔキャブオーバ

4ｔキャブオーバ



Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中長期目標

（基準年度)
2023年度

目標 目標 目標

kg-CO2 165,417 162,109 160,454 158,800

対基準（％） 100 (△2％） (△3％） (△4％）

kWh 15,860 15,543 15,384 15,225

kg-CO2 7,676 7,523 7,446 7,369

対基準（％） 100 (△2％） (△3％） (△4％）

Ｌ 5,677 5,563 5,507 5,449

kg-CO2 13,171 12,907 12,787 12,653

対基準（％） 100 (△2％） (△3％） (△4％）

Ｌ 56,716 55,582 55,015 54,447

kg-CO2 146,327 143,401 141,937 140,474

対基準（％） 100 (△2％） (△3％） (△4％）

kg 71 69.58 68.87 68.16

対基準（％） (△2％） (△2％） (△3％）

㎥ 311 305 302 299

対基準（％） (△2％） (△3％） (△4％）

軽油1L当たりの
運搬量（㎏）

46,2 47.1 47.6 48.10

対基準（％） （＋2%） （＋3%） （＋4%）

回/月 １回/月 1 1 1

対基準（％） 100 継続 継続 継続

Ⅴ業務の効率化 行動目標（後述）

Ⅵ会社周辺の清掃

※電力による二酸化炭素排出量は、日本テクノ（株）の2020年度の二酸化炭素排出係数 0.484 kg-CO2/kWhを
用いて算出した。

②ガソリン使用量削減(2.32)

③軽油使用量削減(2.58)

Ⅱ.廃棄物排出量の削減

①一般廃棄物の削減

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅳ.受託した産業廃棄物の収集運搬
における環境配慮
（収集運搬車の燃費向上）

基準値 2025年度 2026年度 2027年度

Ⅰ. 二酸化炭素排出量の削減

①　電力使用量削減(0.484)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目



（2）２０２５年度実績

kg-CO2 165,417 162,109 170,969

対基準（％） 100 (△2％）
kWh 15,860 15,543 16,413

kg-CO2 7,676 7,523

0.484 対基準（％） 100 (△2％）

Ｌ 5,677 5,563 6,926

kg-CO2 13,171 12,906

2.32 対基準（％） 100 (△2％）

Ｌ 56,716 55,582 56,960

kg-CO2 146,327 143,402

2.58 対基準（％） 100 (△2％）

kg 71 70 58

対基準（％） 100 (△2％）

㎥ 311 305 175

対基準（％） 100 (△2％）

㎏/L 46,2 47.1 66.5

対基準（％）
(2023年度） （＋2%）

回/月 1/月 1 1 100%
基準年比 （基準年） ±0％

注1）評価欄　　○：達成　、△：やや未達成（95％以上）　、×：未達成（94％以下）

注2)化学物質の使用はありません。

注3)達成度　減少させるものは目標÷実績、向上させるものは実績÷目標

Ⅳ.受託した産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮
（収集運搬車の燃費向上） 141% 〇

Ⅴ業務の効率化 行動目標（後述）

Ⅵ.会社周辺の清掃
〇

Ⅱ.廃棄物排出量の削減
121% 〇

①一般廃棄物の削減

Ⅲ.水使用量の削減
174% 〇

②ガソリン使用量削減

80% ×

③軽油使用量削減

98% △

Ⅰ. 二酸化炭素
95% △

　　排出量の削減

①　電力使用量削減

95% △

項目
（基準年度）

2023年度
目標 実績 達成度（％） 評価

　　　　　　　　　　　　　　年度 基準値
2025年度



Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 評価結果と次年度の取組内容

〇 空調温度調整（28℃、20℃）

〇 昼休みの消灯を心掛ける。

〇 消灯に徹する。

継続

継続

今後も左記取り組みを継続する。

〇
アイドリングストップの徹底、効率的ルート選定。

〇 急加速、急ブレーキの禁止。

〇 窓を開ける等、冷房を減らす。

省エネタイプを検討。

今後も左記取り組みを継続する。

〇 アイドリングストップの徹底、効率的ルート選定。

〇 急加速、急ブレーキの禁止。

〇 窓を開ける等、冷房を減らす。

〇 省エネタイプを検討。

今後も左記取り組みを継続する。

◎ コピー時の裏紙利用促進。

〇 メモ用紙利用。

今後も左記取り組みを継続する。

〇 作業服の洗濯をまとめる。

〇

〇 ポイント洗車の徹底。

〇

今後も左記取り組みを継続する。

・工場前の散水を限定する。 ポイント散水を行うよう取り組む。

収集運搬における環境配慮 ＜目標達成＞

水使用量の削減 ＜目標達成＞

・洗濯水量の適正化

・手洗い水量の適正化 コロナ禍でよく手を洗うよう指導

・洗車回数の適正化

一般廃棄物の削減（自社排出分） ＜目標達成＞

・裏紙利用

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油） ＜目標未達成＞

・アイドリングストップ

・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

・買換え時は燃費マークを優先する

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（ガソリン） ＜目標未達成＞

・アイドリングストップ

・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

・買換え時は燃費マークを優先する

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

・クレーン使用時の効率化

・下記の通り。 ガソリン・軽油・電力の使用量が課題。

営業活動の活発化が＋要因。

今後も各項目の取り組みを継続する。

電力による二酸化炭素排出量の削減 ＜目標未達成＞

取り組み計画

二酸化炭素排出量（総量）の削減 ＜目標未達成＞



〇 良くなっている。

〇 遵守している。

◎ 顧客への依頼を進める。

今後も左記取り組みを継続する。

〇

◎

◎ タバコの吸い殻のポイ捨て注意

今後も左記取り組みを継続する。

Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

2026年開始

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、フロン排出抑制法以外の環境関連法規制等は遵守されています。

なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も現在に至るまではありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境経営方針： 有□ 無■

有□ 無■

・実施体制： 有□ 無■見直しの必要

2026年2月12日

髙寄商店

代表　髙寄芳夫

二酸化炭素排出量の削減は95％で未達成だが、納得できた数字で、次年度に期待している。

また1㎏あたり運搬量、水道使用量、一般廃棄物排出量が達成された。

総取扱い量も増え、営業面では好結果が出た。 顧客への情報提供・収集が大事。

見直しの必要

・環境経営目標及び経営計画： 見直しの必要

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

フロン排出抑制法 フロン機器の定期管理点検と記録の保管。

消防法 消防設備の点検

・本社と工場周辺の道路清掃・ごみ拾い・草刈り

適用される法規制 遵守すべき要求事項(施設・物質・事業活動）

廃棄物処理法 不法投棄の禁止・抑制。受入廃棄物の分別・保管・適正処理。

・計量器とパソコンの連動 順調に進んでいる。

・情報発信による企業イメージの向上 会社案内の刷新。ホームページ作成。

会社周辺の清掃 ＜目標達成＞

・エコドライブ

・アイドリングストップ。

・効率的、計画的収集。

業務の効率化 ＜目標達成＞


